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論文内容の要旨
〔目的〕
喉頭の機能には発声・呼吸・嚇下時の下気道保護がある。頭頚部の再建は遊離皮弁の開発により飛躍的に向上した
が、これらの失った機能の回復までは望めない。同種喉頭移植は、これらの機能を完全な形で回復することを目的と
した手術法である。ヒトに対しての喉頭移植が 1998 年アメリカで行われた報告があるだけで進んでいない。臨床応
用が一般化されるためには、ラットなどの小動物による実験が必要であるが、これまでに用いられていた喉頭移植モ
デ、ルは静脈還流に静脈で、はなく総頚動脈を用いたため生理学的に異常な血行動態となっており、移植直後は特に静脈
還流が不十分となることは避けられなかった。そこで正常な血行を維持した喉頭移植モデ、ルを開発することを試みた。
〔方法〕
喉頭移植を 10 例行い、 1 週間後、移植組織の生着を肉眼的・組織学的に評価した。対照群の採取は移植組織の挙
上と同様の操作で、行った。
実験動物はルイスラットを使用した。移植組織の栄養血管は総頚動脈と外頚静脈とした。
ドナーの操作は、まず外頚静脈とその枝である前顔面静脈と後顔面静脈を露出した。第 7 気管軟骨レベルで、気管と
食道を切断した。下顎骨体部で骨切りし、舌を下顎骨から遊離した。後顔面静脈の分枝を処理しつつ咽頭部分を切断
し咽頭後面を剥離した。最後に総頚動脈と外頚静脈を結繋し、完全に遊離した。グラフト右総頚動脈をグラフト左内
頚動脈に端々吻合した。
レシピエントの操作は以下の通りである。移植床は頚部とした。動脈はグラフト左総頚動脈をレシピエント右総頚
動脈と端々吻合した。静脈はグラフト左外頚静脈をレシヒ。エント右外頚静脈に端側吻合した。対側も同様の静脈吻合
を行った。舌と咽頭は外部に出るように創閉鎖した。
〔成績〕
1 匹は移植後 2 日目に出血のため死亡したが、残り 9 匹とも生存した。
生存した 9 例においていずれも舌・咽頭・気管・食道の断端より新鮮な出血が確認され、舌は壁縮しており、咽頭
の表面は湿潤していた。
組織学的には、舌・咽頭・食道は粘膜・筋・腺組織ともに生着して組織構造も保たれており、対照群とほぼ同じで
? ?のA円。
あった。喉頭蓋・声帯・気管も粘膜・筋・腺組織・軟骨ともに生着して組織構造も保たれていたが、対照群と比べ粘
膜下に炎症がみられた。喉頭蓋では咽頭側よりも気管側で炎症が強かった。
〔総括〕
ラットの頭頚部の静脈還流は外頚静脈が優位で、あり、内頚静脈は細く吻合操作は不可能である。外頚静脈は前顔面
静脈と後顔面静脈よりなる。舌の静脈還流において舌尖部は前顔面静脈で、舌根部は後顔面静脈で、ある。喉頭付近の
静脈還流は後顔面静脈と内頚静脈である。我々のモデルでは外頚静脈を選択した。各臓器からの分枝は細いが、喉頭
以外に舌を付加したことで各分枝を含めることができたので、安定した静脈還流が得られた。
レシピエントからの動脈供給は片側であるがグラフト右総頚動脈をグラフト左内頚動脈に端々吻合したことによ
り移植組織には両側に行われることとなった。また静脈還流もグラフト両側外頚静脈をレシヒ。エント両側外頚静脈に
それぞれ端側吻合したことで、移植組織の両側から行われる。移植前と同様の血行動態としたため、組織学的にほぼ損
傷することがなかった。
ただ、組織学的に炎症所見を喉頭・気管で認めた。本来の気道は咳反射・粘液分泌・繊毛運動による自浄作用がある
が、脱神経および呼吸運動の停止により自浄作用が低下した。また、移植後は直接外気に触れるようになったため異
物刺激が増加した。粘膜下組織は疎な結合組織で炎症がおきやすい部位であり、局所的な炎症が惹き起こされたと考
えられる。
我々の開発したモデ、ルはレシヒ。エントの死亡率が低く移植組織の生着は安定しており喉頭の同種移植における臨
床的な問題を解決するために有用であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
本研究では、従来報告されているラットの喉頭移植モデルが静脈還流に静脈で、はなく総頚動脈を用いており異常な
血行動態であったため、正常な血行を維持した喉頭移植モデ、ルを開発した。具体的には、栄養血管として総頚動脈と
外頚静脈を用い、咽頭・喉頭など各臓器からの分枝が細いため喉頭以外に舌を付加することで各分枝を含めるように
した。また、移植組織の両側で動脈供給と静脈還流が可能となるように血管吻合を工夫した。移植床ほ頚部皮下とし
異所a性移植を行った。その結果、移植組織の血行が安定し粘膜・筋・腺組織・軟骨など壊死することなく生着し組織
構造は維持された。ただ、移植後の気道は自浄作用が低下するため喉頭・気管で、粘膜下に限局的な炎症を認めた。ま
た、レシヒ。エントラットに対しての障害は少なく死亡率が低いことも示した。以上の研究結果は同種喉頭移植に対す
る基礎研究として重要な結果を示したと考えられ、学位の授与に値するものと認める。
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